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吹
田
街
道
は
、
東
は
南
町
道
標
で
亀
岡
街
道
（
高
槻
街
道
）
か
ら
分
か

れ
、
吹
田
の
南
部
を
ほ
ぼ
東
西
に
通
り
、
西
は
能
勢
街
道
と
つ
な
が
っ
て

い
る
。
吹
田
街
道
は
、
言
わ
ば
「
街
道
を
つ
な
ぐ
道
」
で
あ
り
、
距
離
も

短
い
し
、
影
の
役
割
だ
し
、
何
だ
か
、
か
わ
い
い
な
と
僕
は
感
じ
る
。
中

で
も
、
街
道
に
沿
っ
て
立
つ
道
標
が
愛
し
く
て
な
ら
な
い
。
と
い
う
こ
と

で
、
今
回
は
、
吹
田
街
道
に
あ
る
道
標
に
愛
を
告
げ
て
み
る
こ
と
に
し
よ

う
。
い
さ
さ
か
恥
ず
か
し
い
が
、
道
標
と
僕
と
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
写
真
も

狙
っ
て
み
た
い
。
こ
れ
が
「
溺
愛
主
義
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
亀
岡
街
道
と
吹
田
街
道

の
分
岐
点
に
あ
る
「
南
町
道
標
」。

ま
ず
、
寄
り
添
っ
て
自
動
シ
ャ
ッ

タ
ー
で
パ
チ
リ
。
僕
の
後
ろ
が
西

に
向
か
う
吹
田
街
道
で
、
右
が
亀

岡
街
道
で
あ
る
。
道
標
に
は
、
右
へ

行
け
ば
茨
木
・
富
田
・
勝
尾
寺
…
と

あ
る
。
左
へ
、
吹
田
街
道
を
行
け
ば

中
山
・
池
田
・
伊
丹
と
あ
る
。
江
戸

時
代
の
も
の
ら
し
い
が
、
石
の
汚

れ
方
に
年
季
が
入
っ
て
い
る
。
説

明
板
に
よ
れ
ば
「
昭
和
57
年
に
埋

没
部
分
を
引
き
上
げ
、
さ
ら
に
保

存
の
た
め
に
、
原
位
置
か
ら
北
西

へ
約
30
セ
ン
チ
移
動
さ
せ
た
」
と

あ
る
。
車
に
追
突
さ
れ
な
い
よ
う

ガ
ー
ド
が
付
い
て
い
る
が
、
き
っ
と
、

何
度
も
ぶ
ち
当
て
ら
れ
て
き
た
の

だ
ろ
う
。
道
標
は
、
年
中
休
ま
ず
、

雨
ざ
ら
し
に
な
り
な
が
ら
、
街
道

を
行
く
人
に
行
く
先
を
示
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
実
に
健
気
だ
。「
ご

く
ろ
う
さ
ま
」
と
手
を
合
わ
せ
た
。

さ
て
、
吹
田
街
道
を
行
こ
う
。
高

濱
神
社
を
過
ぎ
、
細
い
道
を
行
く
、

J
R
の
線
路
の
下
を
く
ぐ
り
、
泉

殿
宮
に
達
す
る
。
右
に
は
、
ア
サ
ヒ

ビ
ー
ル
の
巨
大
な
工
場
が
見
え
る
。

泉
殿
宮
を
過
ぎ
る
と
、
道
は
上
り

坂
と
な
る
。
阪
急
豊
津
駅
へ
向
か

う
高
台
の
道
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
千

里
丘
陵
に
ぴ
っ
た
り
と
よ
り
沿
う

道
な
の
だ
。
豊
津
駅
は
、
糸
田
川
と

上
川
、
二
つ
の
川
の
中
州
に
あ
る
。

こ
の
高
い
所
に
あ
る
川
が
、
何
度

も
豊
津
に
洪
水
を
も
た
ら
し
た
。

吹
田
街
道
は
、
垂
水
神
社
の
高

台
の
麓
を
通
っ
て
い
る
。
旅
人
た

ち
は
、
垂
水
神
社
に
詣
で
て
、
き

っ
と
湧
水
を
飲
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
。

垂
水
神
社
の
水
は
、
千
里
丘
陵
の

岩
盤
を
通
過
す
る
こ
と
で
ミ
ネ
ラ

ル
い
っ
ぱ
い
の
名
水
と
な
っ
て
湧

き
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
丘

陵
は
縄
文
時
代
の
海
岸
線
で
、
約

5
0
0
0
年
ほ
ど
前
、
こ
の
丘
陵

に
海
水
が
打
ち
寄
せ
て
い
た
と
い

う
。「
縄
文
海
進
」
と
い
う
ら
し
い
。

こ
の
神
社
か
ら
、
海
の
方
を
見
る

と
、
ま
さ
に
下
の
方
に
大
阪
市
が

見
え
る
。
あ
れ
は
み
ん
な
海
で
、

上
町
台
地
だ
け
が
背
骨
の
よ
う
に

見
え
た
の
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、

い
ま
、
こ
の
神
社
は
危
機
に
あ
る

と
い
う
。
本
殿
の
す
ぐ
側
に
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
計
画
が
持
ち
上
が
り
、

今
に
も
、
実
施
さ
れ
そ
う
な
の
だ
。

マ
ン
シ
ョ
ン
が
で
き
た
ら
、
垂
水

の
名
水
の
水
脈
も
切
れ
て
し
ま
う

か
も
知
れ
な
い
。
何
と
か
マ
ン
シ

ョ
ン
建
設
を
ス
ト
ッ
プ
で
き
な
い

か
。
心
配
だ
。

吹
田
街
道
を
さ
ら
に
江
坂
か
ら

西
に
行
け
ば
、
高
川
、
天
竺
川
と

い
う
二
つ
の
川
を
越
え
て
「
足
の

神
様
」
の
服
部
天
神
に
到
着
す
る
。

こ
の
神
社
を
能
勢
街
道
が
南
北
に

通
り
、
吹
田
街
道
と
交
差
し
て
い

る
。
こ
れ
が
吹
田
街
道
の
終
点
で

あ
る
。
短
い
道
の
り
で
は
あ
っ
た

が
、
何
だ
か
心
あ
た
た
ま
る
散
歩

だ
っ
た
。
昔
の
人
々
は
、
僕
が
思

っ
て
い
る
よ
り
、
い
ろ
ん
な
場
所

を
軽
や
か
に
遠
く
ま
で
移
動
し
た

の
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
。

そ
し
て
、
今
日
、
石
の
道
標
た

ち
は
、
方
角
を
示
す
だ
け
で
は
な

く
、
遠
い
時
代
へ
と
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
す
る
手
助
け
も
し
て
く
れ
た
。

街
道
に
は
、
埃
も
あ
れ
ば
、
雨
も

嵐
も
あ
る
。
け
っ
こ
う
、
キ
ツ
イ

仕
事
で
あ
る
。
道
標
に
「
末
永
く
、

お
元
気
で
」
と
愛
を
告
げ
た
。

さ
て
、
新
御
堂
を
越
え
、
名
神

の
下
を
く
ぐ
っ
て
、
吹
田
街
道
は

江
坂
へ
。
こ
こ
ら
辺
り
は
や
や
道

が
細
く
な
り
、
昔
の
街
道
の
面
影

を
色
濃
く
残
し
て
い
る
。
北
側
は

垂
水
神
社
の
丘
陵
の
続
き
で
、
縄

文
海
進
の
名
残
が
残
っ
て
い
る
。

そ
こ
に
江
坂
神
社
（
感
神
宮
）
が

あ
っ
た
。
そ
の
側
に
、
名
も
な
い

地
蔵
が
何
十
体
も
集
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
地
蔵
た
ち
は
、
地
下
鉄

御
堂
筋
線
の
工
事
の
時
、
よ
け
ら

れ
た
り
、
掘
り
起
こ
さ
れ
た
り
し

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
現
場
で
事

故
が
頻
発
し
た
ら
し
い
。
と
に
か

く
、
地
蔵
が
破
壊
さ
れ
な
い
で
、

こ
の
神
社
に
集
め
ら
れ
、
地
蔵
同

士
が
寄
り
添
っ
て
い
る
の
は
、
僕

に
は
、
心
安
ら
ぐ
光
景
に
見
え
る
。

高
台
を
降
り
て
街
道
に
戻
る
と
、

道
の
片
隅
に
小
さ
な
道
標
が
見
え

る
。
南
面
し
て
「
左
リ
　
勝
尾
寺
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
説
明
板
に
は

「
榎
坂
東
道
標
。
…
こ
の
道
標
は
、

吹
田
街
道
か
ら
大
阪
市
十
八
条
に

通
じ
る
古
道
が
分
岐
す
る
所
」
と

あ
る
。
大
阪
か
ら
北
に
向
か
い
、

淀
川
、
神
崎
川
を
越
え
て
、
こ
こ

に
出
て
左
折
し
て
勝
尾
寺
に
向
か

う
の
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
こ
か
ら
数
分
、
今
度

は
二
基
の
道
標
「
榎
坂
西
道
標
」

が
建
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、「
右
　

か
ち
を
じ
」。
た
だ
、「
を
」
の
下

は
土
に
埋
も
れ
て
い
る
。
感
触
は

ザ
ラ
ッ
と
し
て
い
る
が
、
刻
ま
れ

た
文
字
は
達
筆
で
美
し
い
。
説
明

板
を
見
る
と
「
右
へ
進
む
と
高
川

を
渡
っ
て
三
国
街
道
を
通
り
、
上

新
田
か
ら
勝
尾
寺
街
道
へ
と
続
い

て
い
ま
す
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、

こ
こ
を
右
に
曲
が
っ
て
北
に
向
か

う
わ
け
で
あ
る
。
さ
っ
き
の
「
東

道
標
」
の
左
折
は
、
こ
の
「
西
道
標
」

ま
で
の
道
を
示
し
て
い
た
の
だ
。

実
に
丁
寧
に
道
順
を
示
し
て
い
る
。

観
音
三
十
三
か
所
巡
り
23
番
箕

面
勝
尾
寺
は
、
江
戸
時
代
、
熱
烈

な
観
音
信
仰
の
メ
ッ
カ
で
あ
っ
た
。

こ
の
道
標
に
寄
り
添
え
ば
、
巡
礼

者
の
息
遣
い
が
生
々
し
く
伝
わ
っ

て
く
る
。

一
方
、
右
の
背
の
高
い
石
標
に

は
「
す
ぐ
　
は
っ
と
り
・
あ
ま
が

さ
き
」
と
あ
る
。「
す
ぐ
」
は
、「
ま

っ
す
ぐ
」
の
意
味
で
、
吹
田
方
面

か
ら
、
ま
っ
す
ぐ
に
行
け
ば
「
服
部
・

尼
崎
」
に
出
ら
れ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

1. 南町道標のアップ。

2. 南町道標。左が吹田街道。手前が亀岡街道。
はじまりの一枚、パチリ。

3. 現在、マンション問題でたいへんな垂水神
社。みんなで応援しよう。水を守ろう。

4. 泉殿宮

5. 感神宮、江坂神社、スサノオ神社。いっぱい
名前を持っている、高台の社だ。

6. 江坂神社の地蔵たち。北大阪急行の工事で
掘り出された。この場所でゆったりしてい
る感じだ。地蔵との対話はいいものだ。

7. 榎坂西道標の二基と記念撮影。かわいい、
かわいい。

8. 榎坂東道標。勝尾寺への観音道である。
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始
ま
り
は
「
南
町
道
標
」

発
掘
さ
れ
た
地
蔵
た
ち
の

声
に
耳
を
澄
ま
す

街
道
に
残
る
道
標
の
魅
惑

道
を
示
す
と
い
う
愛

垂
水
神
社
は
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
反
対
運
動
の
中
だ
っ
た

吹田街道漫歩　道標に愛を告げる
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